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論文内容の要旨
本論文は低エネノレギー β一放射性核種であるトリチウムの含有量の物理計測に関する研究を主課題と
している。気体中トリチウム濃度の検出下限濃度を放射線障害防止法に定められている管理区域に係る
空気中許容濃度1. 5xl0 -6μCi /cnr とし 無担体トリチウム気体濃度 2.6 C i / cm3 ( N T P)までを低
中高の 3 段階濃度範囲に区分し，それぞれの濃度に適応した測定法を開発している。また， トリチウム
気体の検出器構成材料への吸着吸収効果と他の放射性核種の混在影響等を最小化し，被測定トリチウム
気体濃度のみの分離測定を可能にした。以上の研究成果をまとめたもので， 6 章よりなっている。
第 1 章ではトリチウム計測に関連するトリチウムの物理化学的基本性質と，従来のトリチウム気体計
測法とを概観し，計測上の諸問題と本研究の目的を述べている。
第 3 章では非接触型検出器として大面積 (3 x 15cIID の超薄膜窓( 1. 5 x 10 -1 mg/cID をもっガスフ
ローカウンタと， トリチウム β線の自己吸収の無視できる面線源を試作し，空気層 3. 5 阻以内のトリチ
ウム β線を検出している。
第 3 章では測定気体中卜リチウムの検出器内面への吸着吸収によるパックグラウンド上昇を逓減化する
ため，同一内面積で容積の異なる一対の差動電離箱を試作し，吸着，吸収の影響を最小化できる乙とを実験
的に実証している。
第 4 章では高濃度(トリチウムガス 2.6Ci/ cm3 ) まで測定可能なガスフロー型多段式シンチレーショ
ン検出装置を試作し，測定ガスの圧力，組成変動および測定器内壁にトリチウム吸着吸収があってもそ
れらの影響を最小化し， 9 デカードの広範囲な濃度測定ができることを実証している。
第 5 章では液体ヘリウム極低温電子線照射装置の回収 He ガス中に混在する可能性のある誘導放射性
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核種l乙対する放射線モニターとして，高感度かつエネルギー弁別のできる実時間多層式電離箱を設計，
試作し， トリチウム及び 133Xe について機能試験を行い，その基本的性能を明確にしている。
第 6 章では以上の研究によって得られた結果を総括し，今後のトリチウム濃度測定法に関する展望を
述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は水素同位体の β一放射性核種であるトリチウムの空気中最大許容濃度 (2 X 10-6 μCi /crr ) 
から無担体濃度( 2.6 C i / cm3 N T P )に至る広範囲を低中高の 3 濃度領域に分け，それぞれの領域に適
応するトリチウム気体濃度の実時間測定を目的に，その測定の基礎研究を行ったものである。とくにト
リチウ.ム気体の検出器構成材料に対する吸着吸収によるパックグラウンドの逓減化と他の R 1 核種の混
在影響の除去法等に新機軸を導入している。その成果を要約すれば次の通りである。
(1) ポリパラキシレン薄膜( 0.1 2句Vcm3 ) の大口径，ガスフローカウンターと 4 層のトリチウム標識
ステアリン酸単分子膜面線源 (50x200 IlllIf)を製作し，同ガスフローカウンターの性能を調べ，
トリチウム表面汚染( 4.3 :f 1.4) x 1 0 -5μCi/cm2 の最小検出密度を得ている。
(2) 同一内面積，容積の異るガスフロー式電離箱対を考案し，差動モードでトリチウムガスの吸着吸収
効果の逓減をはかり， トリチウム濃度 1 0 -6 μCi /cm3 以上の検出を可能にしている。
(3) 高濃度トリチウム測定用多段式シンチレーション検出器と他の R 1 核種混在下でのトリチウム濃度
の分離測定可能な多層式電離箱を考案試作し その基礎データを得ている。
以上のように本論文は種々の濃度のトリチウム気体の実時間測定の基礎研究を行し 1実用測定器に多く
の基礎データと新しい知見を提供しており，放射線工学，原子力工学に寄与すると乙ろが大きい。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認める口
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